






令和７年度創政クラブ行政視察報告書 

 

期日：令和７年 8 月 6 日(水)～8 月 8 日(金) 

6 日(水) 北海道苫小牧市 苫小牧福祉トイレカー(とまレット)について 

7 日(木) 北海道深川市 「北のスポーツ都市ふかがわ」によるスポーツを核

とした地域活性化プロジェクトについて 

参加者：久保 貴洋 澤田 裕之 栗﨑 卓二 茂木 明男 田邉 直美  

堀川 悦朗 以上 6 名 

作成者 澤田 裕之 

 

北海道苫小牧市 苫小牧福祉トイレカー(とまレット)について 

質問事項 

 苫小牧市が導入した福祉トイレカー(とまレット)について、車いすを利用さ

れる方々の社会進出や誰もが安心して外出できる環境を整備することで、市民

生活にどのような変化や効果もたらしているかを学び、本市が導入するトイレ

トレーラーの運用に参考にさせていただきます。 

1.福祉トイレカーを導入するにあたり、どのような経緯で導入されましたか。 

苫小牧市のような広大な地域において、固定式のバリアフリートイレを各地

に増設するのではなく、移動式の福祉トイレカーを導入された決め手は何だ

ったのでしょうか。イベントが市内広域で開催されるといった地域特性や、

この形態を選択された理由を教えてください。 

2.導入を決定される過程において、例えば民間事業者が保有する同様の車両と

のレンタル契約や、近年注目されているトイレトレーラーの導入など、他の

選択肢との比較検討は行われましたでしょうか。その上で、貴市が自ら車両

を保有し運用する現在の形式が最適と判断された理由について教えてくださ

い。 

3.導入費用はどれくらいかかりましたか。国や北海道からの補助金はありまし

たか。年間の維持費はどれだけかかりますか教えてください。 

4.年間の維持管理費用に対し、イベント等での活用による市民サービスの向上

や、障がい者・高齢者の社会参加の促進といった導入の効果は、費用に見合

うものだと評価されていますでしょうか。費用対効果に関する貴市の見解を

お聞かせください。 



5.福祉トイレカーの特徴について教えてください。 

6.福祉トイレカーを導入して、平成 29 年から運用開始していると思います。令

和 5 年、令和 6 年の運用実績は 24 回と 26 回になっております。導入当初の

運用見込み回数との相違はありますか。また、相違した原因を教えてくださ

い。 

7.福祉トイレカーが出動して、イベントや町内会の催事で使用されると思いま

す。1 回の出動でトイレがどのくらい使用されたのか分かれば教えてくださ

い。 

8.本市が導入するトイレトレーラーは有事の際の運用を目的として購入しま

す。福祉トイレカーは災害時に出動した経験はありますか。また、出動した

ことがある場合、災害現場での運用の問題点があれば教えてください。  

9.有事の際の運用を想定した時に、災害時に避難所などで利用が集中、汚水タ

ンクの処理能力が懸念されます。大規模災害時における、汚水・運搬体制

や、複数の避難所を巡回するローテーション計画など、トイレ機能を継続的

に提供するための具体的な運用マニュアルや協定があれば教えてください。 

10.福祉トイレカーを導入して市民からの意見や要望がありましたら教えてくだ

さい。 

11.福祉トイレカー導入の効果について教えてください。 

12.福祉トイレカー運用の今後の改善点があれば教えてください。 

 

報告書 

苫小牧市福祉部 障がい福祉課 課長 上林 孝治様 

    同          主査 渡辺 雅俊様 

苫小牧市議会事務局    事務局長  宮沢 照代様 

 

苫小牧市の概要 

 苫小牧市は北海道の中南部、道都札幌市から車で約 1 時間半の場所に位置し

太平洋に面しており、気候は北海道の中では比較的温暖で、夏は涼しく、冬は

降雪量が少ないのが特徴です。人口は令和７年６月末現在 164,690 人、面積は

561.66 ㎢で 1948 年に市制施行されました。活火山の樽前山があり、その麓か

らは良質な水が流れています。市東部には、日本初のバードサンクチュアリに

指定され、ラムサール条約登録湿地でもあるウトナイ湖があります。世界初の



内陸堀込湾港である苫小牧港と東港があり、札幌都市圏に最も近い太平洋岸の

港として、北海道工業地域を代表する存在となっています。特に苫小牧港の内

航取扱貨物量は日本一を誇り、東部地域には、世界最大級の石油備蓄施設があ

ります。 

別紙 

  苫小牧福祉トイレカー(とまレット)についての質問事項の回答といたしま

す。 

 

考察 

1．苫小牧市では、長年にわたり様々な場面・場所でトイレやおむつ交換等が

必要な方がいることを、障がい当事者やボランティア団体等より意見として

伺っており、その解決策のために、今までにない機能を備え様々な場面・場

所でのバリアフリーの推進を図るために福祉トイレカーが導入された。 

  佐野市においても、車いす利用者をはじめとした障がい者や高齢者への配

慮を検討することが必要である。また、福祉トイレカーを公用車として導入

することにより、市内で実施されるお祭り等以外に災害時にも大きな役割を

果たすことが期待できる。 

2．福祉トイレカーの特徴としては、小型貨物車程度のサイズのトラックにバ

イオトイレを搭載し、小回りが利くサイズなので場面・場所を選ばずに運用

が出来る。バイオトイレは、おがくずを使って微生物の力で排泄物を分解

し、通常の仮設トイレと異なり、汲み取りが不要で水を使用しないため、冬

場の凍結リスクが低く、どこでも利用出来る。耐荷重性能は約 300 ㎏で振動

も少ない安定性の高いリフトが装着さている。車いすユーザーの利用を前提

としたゆとりのあるスペースが確保されており、衛生機能と耐久性に優れた

素材を採用し、清潔感があり、便座に座った時に便座の位置を確認できる鏡

が設置されて使いやすいように工夫されている。 

  問題点としては、トイレの数が１基しかない点である。小型貨物車程度の

サイズのトラックなので小回りが利き場面・場所を選ばずに運用が出来るメ

リットはあるが、車両価格と維持費との関係で他の自治体が導入していない

要因だと思われる。 

3．福祉トイレカーの導入により、障がいのある方や高齢者などの利用者がト

イレの問題で外出が制限されていたが、苫小牧市の主要なイベントや町内会



の催事に気軽に参加できるようになった。福祉関係の職員だけでなく、災害

対応にあたる危機管理室や、各種のイベントに関係する産業経済部等の職員

が操作説明会を受けており、災害時への迅速な出動が可能である。また、平

成 30 年９月の北海道胆振東部地震の発災後、7 日間出動している。 

  佐野市においても、令和７年度にトイレトレーラーを導入します。トレーラ

ーなので牽引免許が必要になります。職員の方は、異動があり担当課から外

れることになることも考えられます。毎年、一定の職員は牽引免許の取得が

必要と考えられる。 

4．導入時の国や北海道からの補助金はなく、費用は平成 28 年度に車両価格約

1.860 万円で、年間のランニングコストとして令和７年度維持管理費 605 万

円となっている。現在、他の自治体が導入していない現状から車両価格も相

当な金額になる事が予想される。 

  佐野市においては、トイレトレーラーの取得に対して国からの補助が２分

の 1 あり、残りの購入金額に対してクラウドファンディングを検討していま

す。やはり、色々な方法で財源の確保を検討する必要がある。 

5．最後に、佐野市はトイレトレーラーを導入します。苫小牧市は北海道胆振東

部地震に出動して、その時は、24 時間体制シフト制で運用されている。佐野

市においても災害時の運用マニュアルを作成が必須である。また、トイレト

レーラーの場合、バリアフリーがついたトイレトレーラーもあり、リフトが

附いている。将来的に、車いす利用者をはじめとした障がい者や高齢者への

配慮を検討することが必要な時、バリアフリーがついたトイレトレーラーの

導入を検討する必要がある。 

 

北海道深川市 「北のスポーツ都市ふかがわ」によるスポーツを核とした地域

活性化プロジェクトについて 

質問事項 

深川市は市内の多様なスポーツ施設を最大限活用し、陸上競技を中心とする

スポーツ合宿招致を進めてきました。本市においても佐野市国際クリケット場

があり、日本唯一の国際規格の広さを備えた本格的なクリケット競技場で佐野

市が世界に誇る「クリケットの聖地」にすることを目指しています。深川市の

取り組みを今後の本市のスポーツ振興の参考にさせていただきます。 

1.深川市がスポーツ合宿を招致することになった要因を教えてください。 



2.令和 2 年度以降の年間のスポーツ合宿件数とスポーツの種類が分かれば教え

てください。 

3.合宿所を経営されている市民の皆様から、市の取り組みに対して意見や要望

がありましたら教えてください。 

4.深川市は、スポーツ合宿を運営している経営者に補助金を支給しています

か。また、支給している時は、金額を教えてください。 

5.深川市がスポーツ合宿を招致するにあたり、どのようなＰＲをしているのか

教えてください。 

6.深川市がスポーツ合宿として、全国的に有名になった要因をどのように把握

しているのか教えてください。 

7.スポーツ合宿の誘致による、市内の宿泊施設や飲食店、関連産業への経済波

及効果をどのように分析・試算されていますでしょうか。もし具体的な試算

額や、市の税収に与える影響額などが算出されていればお聞かせください。 

8.合宿の受け入れにより、年間の交流人口(選手、指導者など市外からの来訪

者)はどのように変化したと推測されていますでしょうか。また、合宿での来

訪をきっかけに、深川市のファンとなり再訪されたり、ふるさと納税といっ

た「関係人口」の創出に繋がった事例がありましたら教えてください。 

9.スポーツ合宿誘致に関する一連の政策効果(経済効果や交流人口の増加など)

を、どの部署が主体となって測定・評価されているのでしょうか。また、そ

の評価結果を、今後のスポーツ振興施策や予算編成にどのように反映させて

いくのかお聞かせください。 

10.今後の取り組みとして、①自ら行うスポーツとあります。個人の健康増進及

び保持を目的に市民参加型の運動教室の開催などに取り組みます。とありま

すが具体的な内容を教えてください。 

11.呼び込むスポーツとあります。既存のスポーツ合宿招致活動の強化を図るほ

か、新規イベントの開催やＰＲコンテンツの作成に取り組みます。とありま

すが具体的な内容を教えてください。 

12.携わるスポーツとあります。地域スポーツ活動への参加者を発掘・育成を目

指し、指導者養成講習会などの開催に取り組みます。とありますが具体的な

内容を教えてください。 

13.育てるスポーツとあります。次世代の人材育成を目的として、ジュニアイベ

ントの開催や青少年を対象とした助成事業に取り組みます。とありますが具



体的な内容を教えてください。 

報告書 

深川市教育委員会 生涯学習スポーツ課長兼中央公民館長 久保田 慎二 

   同             課長補佐      原田 晋吾 

深川市議会事務局 事務局長              本多 孝二 

 

深川市の概要 

 深川市は、北海道のほぼ中央に位置する市で、札幌市と旭川市を結ぶ交通の

要衝として、古くから発展してきました。昭和 38 年に周辺４町村が合併し深

川市が誕生しました。人口は、令和７年７月末現在 18,007 人面積 530 ㎢で北

海道第一の長流である石狩川と、その支流である雨竜川が市内を貫流し、両河

川の流域に広がる肥沃な平地には、市街地、水田、畑が形成されています。気

候は、内陸的な気候で寒暖の差が大きく、特別豪雪地帯に指定されています。

基幹産業は農業で、道内有数の稲作地帯として知られています。米以外にも、

りんごやそばの生産も盛んです。 

 

考察 

1．深川市は昭和 42 年にスポーツ都市を宣言し、以降ハード面、ソフト面でス

ポーツ施設の充実に取り組んできた。平成７年度にオープンした深川市陸上

競技を機に施設の利活用を市内住民だけにとどまることなく、北海道の冷涼

な気候を活かし、主に陸上競技を中心とした合宿誘致を深川市の主要施策と

し取り組みを推進してきた。 

  佐野市も昭和 50 年に市民の健康増進と活用あり地域づくりを目的としてス

ポーツ都市宣言を行っている。スポーツ施設の整備やスポーツイベントの開

催、スポーツを通じた地域交流の促進などで、特にクリケットの普及に力を

入れて国際大会も開催されるまでになっている。今後、色々なスポーツを誘

致していくためには、陸上競技場においても、国際規格に合致した施設の整

備が必要である。 

2．深川市は合宿の先進地の視察を行い、課題を把握し解決策を検討してい

る。また、各種大会などに行き、市内施設や合宿の方法を検討している。宿

泊先との連絡調整や発着空港までの送迎も行っている。 

  佐野市としても、日本唯一の国際規格の広さを備えた本格的なクリケット



競技場があり、世界に誇る「クリケットの聖地」にするのであれば、幅広い

世代へのクリケットの普及を目指すために、より一層の情報発信と世界に向

けた視察や研究が必要である。令和７年度からクレアシンガポール事務所に

職員を派遣して、アセアン地域の文化、経済などの情報収集を行います。こ

の時にも、クリケットの情報を収集することも重要です。 

3．平成 30 年 4 月に市内のホテルや旅館等における宿泊者の収容能力不足が課

題となり、中学校を改修し、深川市学びと集いの郷 音江広里交流館「エフ

パシオ」がオープンした。整備に係る事業費は約１億８千万円である。敷地

面積は 33,678 ㎡、鉄筋コンクリート 2 階建て、監督室やコーチ室、体育

館、研修室、トレーニングルームなどを備えている。総合運動公園は、日本

陸連公認第 3 種全天候型陸上競技をはじめとする野球場、テニスコート、体

育館やジョギングシューズが整備されている。 

  佐野市においても、今後、佐野市立かえで義務教育学校の開校や城東中学校

区義務教育学校の整備が予定され、併せて 7 つの小学校が対象となる。閉校

後の活用としてクリケットや他のスポーツの宿泊として整備することは、地

域やスポーツの推進を図ることに役立つと考えられます。 

4．総合体育館、テニスコート、陸上競技場などは、総合体育館及び総合運動

公園体育施設として指定管理者に運営を委託している。委託期間は、令和６

年 4 月 1 日から令和 11 年 3 月 31 日までの 5 年間である。 

  佐野市においても、多様化する住民ニーズに、より効果的・効率的に対応

するため、また、経費の節減等を図ることを目的として、平成 18 年 4 月か

ら指定管理者制度を導入している。「佐野市運動公園等 3 施設」などがあり

ます。指定管理者制度の一つの課題として、指定管理者を選定した後の指定

管理期間における事業内容をしっかりと精査することである。 

5．最後に、まず、佐野市として佐野市国際クリケット場を中心に考えた時に、

グランドは日本唯一の国際規格の広さを備えている。宿泊施設は市内に現状

の大会規模や使用状況からすると十分にある。これをより多くの選手を呼び

込みためには、クリケットの認知度をより一層向上させる必要である。ま

た、他のスポーツを誘致するには、競技施設の国際規格に合致した整備が重

要と言える。 

 以上。 



令和 7 年度創政クラブ行政視察報告書 

期日：令和 7 年 11 月 12 日(水) 

12 日(水) 衆議院第一議員会館 

参加者：久保 貴洋 澤田 裕之 栗﨑 卓二 茂木 明男 横塚 剛 

田邉 直美 堀川 悦朗 以上 7 名 

作成者 澤田 裕之 

 

1．空き家対策について 

質問事項 

① 佐野市におきましても人口減少や高齢化率の上昇に伴い、空き家の数は増

加傾向にあります。これまで空き家対策として、空き家バンクの創設、特定

空家等除却に伴う補助制度の創設などの取り組みを進めて参りました。この

間に国の空き家対策としては、民法の一部改正（令和 3（2021）年 4 月公

布）により相続登記義務化関係の改正や、また「相続等により取得した土地

所有権の国庫への帰属に関する法 （令和 3（2021）年 4 月公布）」の創設

や、令和 5 年に空き家対策特別措置法が改正され、新たに管理不全空き家の

認定制度が設けられるなど、国においても対策が進められてきました。 

 現在、佐野市としては、空き家等の利活用や除却を上回るペースで新たな空

き家が発生しており、その数は年々増加傾向にあります。また、高齢者世帯

で子どものいない世帯が増加しているため、一層空き家が増加すると予想さ

れます。適切に管理されていない空き家は、草木の繫茂による害虫の発生や

倒壊の危険性で周辺住民の生活環境に悪影響を及ぼしています。 

  このような地方自治体の状況を踏まえて、国の今後の空き家対策を教えて

ください。 

② 現在、空き家の所有者が、空き家の解体を行えない理由として２点考えら

れます。一つ目は、解体費用が掛かることです。二つ目は、建物を解体した

後に土地の固定資産税の特例措置が無くなることで、固定資産税が約 3 倍に

なることです。住宅用地については、固定資産税、都市計画税が課税標準に

基づいて課税されます。住宅一戸あたり 200 ㎡までの小規模住宅用地につい

ては、固定資産税の課税標準の６分の一、一般住宅用地は課税標準の３分の

一に軽減されます。   



望ましい一つの方向性としては、みなし規定が想定されます。被相続人の

住宅を相続人が取得し、相続人に既に居住している住宅がある場合に限り、

建物を解体しても建物が有るとみなすというものです。市は、固定資産税を

そのまま課税し、土地の所有者は住宅用地の特例措置を継続して固定資産税

の軽減が適用できれば、所有者においては新たな負担は発生しません。市に

とっては土地の固定資産税はそのままです。しかしながら、みなし規定によ

り不適切な管理の空き家が減少することで、地域の生活環境への悪影響の除

外、防災・防犯性の向上に貢献すると考えられます。また、相続税の小規模

宅地等の特例も適用されない為、二重の軽減措置は受けられません。 

   この固定資産税の特例を地方税法で創設することなど今後の検討方針につ

いて伺います。 

 

報告書 

国土交通省 住宅局 住宅総合整備課 住環境整備室 課長補佐 柿坂 拓也   

     同            民間住宅管理係長    伊藤 一真 

 

考察 

  国においても、空き家が年々増加し続ける中で、特に使用目的のない空き

家の増加が顕著であることが分かりました。空家等対策の推進に関する特別

措置法などにより、特定空家等の除却等に関する詳しい内容を把握すること

ができました。 

  まず、佐野市として特に空き家の増加が著しい中心市街地などに「空家等

活用促進区域」を設定して、空き家対策を積極的に推進することも重要で

す。中心市街地や住宅団地など、地域の拠点的なエリアに空家等が集積する

と、当該地域の本来的機能を低下させるおそれが高まります。また、古い空

家等を活用する上で、建築基準法等の規制がネックになっているケースもあ

ります。そこで、市区町村が重点的に空家等の活用を図るエリアを「空家等

活用促進区域」として定め、区域内で空家等の所有者等への要請や、規制の

合理化を措置することが可能になります。今後、佐野市も積極的な取組みが

必要になると思います。 

  次に、空家等管理活用支援法人の指定です。佐野市も職員が不足してい

て、所有者への働きかけ等が十分に出来ていません。そのため、所有者が空



家の活用や管理について相談等をできる環境が十分ではありません。そこ

で、佐野市が、空家の活用や管理に取り組むＮＰＯ法人、社団法人、会社等

を「空家等管理活用支援法人」に指定して、当該法人が所有者への相談対応

や、所有者と活用希望者のマッチングなど行うことが今後重要になると思い

ました。 

  最後に、固定資産税の特例を地方税法で創設することなど今後の検討方針

については、納税の公平性の観点から実現は難しいとのことでした。これ

は、相続人が既に居住用の住宅を所有している場合のみ特例を認めると、居

住用住宅を所有していない相続人との間で公平性を欠くという理由によるも

のです。この特例は一つの提案です。佐野市独自の検討も必要だと思いま

す。 

 

2．持続可能な介護施設の運営について 

質問事項 

① 高齢化の影響で要介護者は年々増加しています。それに伴い、介護サービ

スの利用者が増加することは確実です。この状況を鑑みると、介護サービス

の充実や介護職員の確保・育成を進める必要があります。しかし、介護業界

は人手不足が深刻です。ますます少子高齢化がすすむ日本では、これから現

役世代が減少していきます。人手不足の解消には、介護職員の待遇改善や労

働環境の改善、働き方改革の推進など、労働者を取り巻く環境を包括的に改

善していく取り組みが必要です。特に高齢化率が急速に高まる地方において

は、介護人材の確保と育成は喫緊の課題であります。 

  このような介護施設の介護職員の待遇改善について、国の今後の取り組み

について教えてください。 

② 特別護老人ホームを設置する際、経営安定のために地価の安い場所を求め

ざるを得ない時期がありました。その結果、高齢者施設の一部は、川沿いの

市街化調整区域に建設されています。近年、災害は、激甚化・頻発化する傾

向にあります。例えば、2020 年 7 月の豪雨では、熊本県球磨村の特別養護老

人ホームでの甚大な被害が発生し、多くの高齢者の方々が犠牲になられてし

まいました。この被害の原因の一つとして、浸水ハザードの危険性が高い場

所に施設が建設されたことがあげられます。 



 川岸に建設された特別養護老人ホームは、設置から相当の年数が経過してお

り、施設が老朽化しています。新たに建て替えを検討する時期を迎える施設

があります。既存の立地に建て替えることは確かにコスト的にメリットがあ

ります。しかしながら、災害による被害リスクを引き続き抱えたまま生活す

ることになるという点も考慮する必要があります。 

  そこで、ハザードマップに指定されている地域にある特別養護老人ホーム

が、新たな安全な場所に移転・建て替えする時に利用可能な補助金の創設に

ついて伺います。 

 

報告書 

厚生労働省 社会・援護局 福祉基盤課 福祉人材確保対策室 

 マンパワー企画係長 指導育成係長 水津 秀幸 

厚生労働省 老健局 高齢者支援課 介護業務効率化・生産性向上推進室 

                 主査 小林 美穂 

厚生労働省 老健局 高齢者支援課 施設係 神田 真歩 

   同      老人保健課 企画法令係 鶴巻 明梨 

 

考察 

  国の経済財政運営と改革の基本方針 2025 などにより、医療・介護・障害

福祉等の公定価格の分野について、賃上げ、経営の安定、離職防止、人材確

保がしっかり図られるよう、コストカット型からの転換を明確に図る必要が

あること、また介護・障害福祉分野の職員の他職種と遜色なない処遇改善や

業務負担軽減等の実現に取り組むとともに、これまでの処遇改善等の実態を

把握・検証し、2025 年末までに結論が得られるよう検討していることが分か

りました。 

  次に、第 9 期介護保険事業計画に基づく介護職員の必要数について、都道

府県が推計した介護職員の必要数を集計すると、令和 22 年度には約 272 万

人が必要となり、現在よりも約 57 万人の増加が必要です。これは年間 3.2 万

人を増加させ続けなければならない計算になります。介護職員の処遇改善や

介護職の魅力向上、外国人の受入環境整備などの総合的な介護人材確保対策

を早急に国全体で取り組む必要があります。まずは、介護職員の処遇改善だ

と思います。国の介護職員の収入を 2％程度引き上げる方針では、現在の所



得水準から考えると厳しい状況だと思います。財政的に困難ではあります

が、相当なベースアップを進めないと介護職員の確保は難しいと思います。

また、外国人材の受入を積極的に推進することも重要です。言葉の問題や円

安の進行で外国人の受入は難しい時代になっていますが、人口減少の状況を

踏まえ、今後積極的に推進する必要があります。 

  最後に、ハザードマップに指定されている地域にある特別養護老人ホーム

が、新たな安全な場所に移転・建て替えする時に利用可能な補助金の創設に

ついてですが、国は、地域医療介護総合基金の中で、一定の条件の下で、災

害レッドゾーン・災害イエローゾーンに立地する老朽化等した広域型介護施

設の移転建替にかかる整備費の支援を実施していることが分かりました。た

だし、1 床当たり前年度比 5 万円増の 553 万円です。これでは、65 床の介護

施設の場合、補助金は 3 億 5,945 万円となりますが、現在の物価高による建

築費高騰の状況下では移転建替えは困難です。このクラスの介護施設では建

設費だけで約 13 億円かかります。国は、数十年前に建築基準法でこの場所

に建築許可を認可していることを考慮する必要があります。佐野市としても

市内に 9 施設あることをしっかりと認知して対策を進め必要があります。 

  

 以上です。 



令和 7 年度創政クラブ行政視察報告書 

期日 令和 8 年 1 月 14(水)～1 月 16 日(金) 

14 日(水) 熊本県山鹿市 農業支援プロジェクトについて 

15 日(木) 宮崎県小林市 「ハッシンコバヤシ‼」プロジェクトについて 

参加者 久保 貴洋 澤田 裕之 栗﨑 卓二 茂木 明男 横塚 剛 田邉 直美 

    堀川 悦郎 

作成者 澤田 裕之 

 

 山鹿市 農業支援プロジェクトについて 

質問事項 

佐野市のおいては、農業を取り巻く現状は厳しさを増して来ています。高齢

化と担い手不足は深刻な状況です。農業従事者の数は年々減少しており、同時

に平均年齢も上昇しています。新規就農者数も減少傾向にあり、担い手の確保

が非常に困難な状況です。また、このよう影響で耕作放棄地が増加して、近年

では獣害の被害拡大の一因となっています。 

 山鹿市においては、山鹿市担い手育成総合支援協議会などにおいて、新規就

農に向けた支援(相談・準備・就農開始)や新規就農後の支援などにより、新規

就農をサポートしています。山鹿市の取組みを研修させて頂き、本市の農業行

政の参考にさせていただきます。 

1.山鹿市の農業の現状について教えてください。 

2.農業支援プロジェクトを立ち上げた要因を教えてください。 

3.就農相談は、令和 4 年度から令和６年度の 3 年間で毎年どれくらいの相談件

数がありましたか教えてください。また、そのうち実際に就農した人数はど

れくらいだったか教えてください。 

4.就農相談で重要な役割を担っている山鹿市担い手育成総合支援協議会につい

て教えてください。 

5.農業経験がない方が、インターンシップで農業の現場体験が出来るとありま

す。具体的にどのような農業体験ができるのか教えてください。 

6.山鹿市では、「やまが和栗」やスイカ等、収益性の高いブランド品目をお持ち

ですが、就農相談の段階で、市として推奨する品目への誘導はどのように行

っていますか教えてください。また、未経験者が難易度の高い品目や、初期



投資のかかる品目を希望した場合の「マッチングの調整」はどのように行っ

ていますか教えてください。 

7.就農への意思を確認した場合の選択肢として、農業法人等へ就職とありま

す。現在、何社に依頼して、主にどのような農業を営んでいる法人ですか教

えてください。 

8.就農者の育成には、受入農家の協力が不可欠ですが、指導する側の農家にと

っては時間的・精神的な負担も大きいものと思われます。受入農家を継続的

に確保するために、市や協議会として受入農家側にどのようなメリット(指導

料や助成)やフォローを提供されていますか教えてください。 

9.新規就農者育成総合対策(就農準備資金・経営開始資金)について教えてくだ

さい。 

10.移住就農者にとって「住居」と「条件の良い農地」の確保が最大のハードル

になりがちです。山鹿市では協議会が中心となってマッチングされていると

のことですが、市場に出てこない「空き家・空き農地」をどのように掘り起

こし、所有者を説得して貸し出しに繋げているのでしょうか。コーディネー

ター等がいるのか教えてください。 

11.就農に向けての準備で農地・施設・機械・住居・資金等とあります。どのよ

うな内容なのか教えてください。 

12・仮独立期間の経済面・資金面の支援の中で、青年等就農資金等とありま

す。この内容について教えてください。 

 

報告書 

山鹿市農林部農業振興課 担い手支援係長 山口 儀一郎様 

     同      担い手支援係  白石 直之 様 

熊本県県北広域本部 鹿本地域振興局 農林部 農業普及・振興課 

    担い手・調整班 主任技師    藤井 祥一朗様     

 

山鹿市の概要 

山鹿市は、熊本県北部の内陸に位置しています。山鹿市は、平成 17 年 1 月に

1 市 4 町の合併により誕生した自治体です。熊本市から北側へ約 30 ㎞で、北部

から北東部にかけて福岡県、東部で福岡県と接しています。中央部よりやや南

寄りにある中心市街地から南部にかけては盆地となっています。市の北部に



は、標高千メートルを超える山々が連なり南部の豊かな田園地帯を育んでいま

す。本市の面積は 299.69 ㎢あり、人口は令和７年 12 月 31 日現在で 47,378 人

です。主要産業は、農林水産業です。農業では、米、栗、スイカなどが有名

で、畜産業は、和牛、豚、鶏などか盛んです。観光では、山鹿灯籠まつりや山

鹿灯籠民芸館、八千代座が知られています。 

 

別紙 

 山鹿市農業支援プロジェクトについての質問事項の回答といたします。 

 

考察 

 山鹿市の主要産業である農林業については、2020 年農林業センサスによる

と、経営耕地面積 4,503 ㏊、販売農家数 2,121 戸、令和 5 年の農業産出額

227.3 億円となっています。経営耕地面積は、平成 17 年から令和 2 年までの

15 年間で 454 ㏊減少し、販売農家数も 3,433 人から 1,310 人減少し、2,123 人

にまで減少しています。つまり 15 年の間に、約 40%販売農家が減少していま

す。基幹的農業従事者の年齢別構成比においては、65 歳以上が平成 17 年の

52％から、令和 2 年の 72％まで上昇しています。高齢化と農業従事者の減少は

全国的な傾向にあり、佐野市と同様です。 

 この様な状況下で山鹿市として、令和 4 年 6 月から山鹿市担い手育成総合支

援協議会に新規就農支援を追加して、農業支援プロジェクトを立ち上げまし

た。はじめに、①相談・啓発、就農相談として個別相談対応、就農相談会への

出展などを行い、令和 5 年度で 50 件の相談に対して 6 名の就農、令和６年度

で 60 件の相談に対して 8 名の就農がありました。②体験、体験として育成セ

ンターで就農希望者に農業体験ができる環境を提供、③研修(1 年目)、基礎研

修として育成センターで農業の基礎を徹底指導、④研修(2 年目)、模擬判断研

修として受入農家などで実際の農業経営を想定した模擬的研修を実施、⑤就

農、スムーズな就農支援として資産の一部継承支援など、⑥定着、リカレント

教育として関係機関による栽培や経営の巡回指導などを実施しています。特

に、注目するべきは、県内初の取り組みとして研修メンター制度の創設した点

です。当研修センターの卒業生の相談役として研修生各個人に 1 人を設置する

ことで、細かい悩みまで相談できる制度となっています。これにより、ＪＡ鹿

本地域担い手育成センター卒業生離農者は 28 名中誰一人なく定着率 100％を



達成しました。 

 この様な取り組みの結果、令和 3 年度から令和 7 年度までで、新規就農者は

平均 25 人と増加しています。 

 佐野市としてもＪＡ佐野との連携を強化し、新規就農者に対して農業経営に

必要な 5 要素の栽培技術、経営感覚、就農基盤、営農資金、就農環境を指導・

充実させ、また、研修メンターを創設することも必要です。そして、何よりも

新規就農者が安定的に農業収入により生活していけることが重要です。佐野市

としても農地の問題、設備資金や運営資金の問題、人手不足の問題の解消を通

じて、新規就農者一人ひとりに寄り添って農業支援を実現すること必要です。

高齢化により、ますます農業就農者は減少することが見込まれます。これは、

耕作放棄地の増加の要因でもあり、同時に獣害被害の拡大要因の一つになりま

す。地域の農業環境の将来にわたる維持を見据えながら、新規就農者の増加及

び支援を一層積極的に推進することが重要です。 

 

小林市 「ハッシンコバヤシ‼」プロジェクトについて 

質問事項 

佐野市においては、令和７年２月に佐野市ＰＲ動画「さのまる、失踪⁉」動

画を第 1 話から第 5 話まで作成し佐野市公式ＹｏｕＴｕｂｅチャンネル「ＳＡ

ＮＯ-ＰＲ-ＴＶ」で公開したところ、大変大きな反響を呼ぶことが出来まし

た。 

 小林市においては、市民や出身者をはじめとした多様な主体の力を合わせて

市の魅力発信を展開し、郷土愛の醸成や関係人口の拡大につなげる「ハッシン

コバヤシ‼」プロジェクトをスタートさせました。小林市の取組みを研修させ

て頂き、本市の情報発信の参考にさせていただきます。 

1. 「ハッシンコバヤシ!!」プロジェクトを立ち上げた要因を教えてください。 

2. 「ハッシンコバヤシ!!」プロジェクト全体として、立ち上げ時にどの指標

(SNS フォロー数、ファンクラブ会員数、ふるさと納税額、移住相談件数な

ど)を主要ＫＰＩとして設定されましたか教えてください。 

3.吉野北人さんとのコラボ企画では、吉野さんが小林市の魅力を伝えるプロモ

ーション動画を 15 本公開しました。どのようなコンセプトで作成しました

か、また、動画を観た視聴者はどのような意見がありましたか教えてくださ

い。 



4.吉野さん主演の PR ムービー15 本の作成費用はどれくらいかかりましたか教

えてください。 

5.「ハッシンコバヤシ!!イワクラ、小林を食べつくす」では、小林市出身の蛙

亭・イワクラさんが主演を務め、郷土料理などを紹介しています。イワクラ

さんが出演したきっかけと、動画を観た視聴者からはどのような意見があり

ましたか教えてください。 

6.イワクラさんが出演を務めた「ハッシンコバヤシ!!イワクラ、小林を食べつく

す」は、作成費用はどれくらいかかりましたか教えてください。 

7. 吉野北人さんコラボやイワクラさんコラボなど、比較的コストがかかる施策

について、事前にどのような費用対効果(想定閲覧数、イベント来場者数、グ

ッズ売上、ふるさと納税増など)を試算し、投資判断されたのか教えてくださ

い。また、実績値を踏まえて、今後どの指標を最も重視していく方針なのか

教えてください。 

8.「ハッシンコバヤシ!!」は色々と魅力的な動画が沢山あります。これらを考え

る方はどなたなのか教えてください。 

9.「ハッシンコバヤシ!!」プロジェクトについて、市民の皆様からの反応や意見

がありましたら教えてください。 

10.「ハッシンコバヤシ!!」の動画を制作するにあたって、難しかったことを教

えてください。 

11.「ハッシンバヤシ!!」プロジェクトについて、今後どのよう企画を考えてい

るのか教えてください。 

 

報告書 

小林市総合政策部 地方創生課 課長 小久保 圭子様 

    同         プロモーショングループ 主幹 鶴田 健介様 

 

小林市の概要 

 小林市は、宮崎県の宮崎市の西北西約 60 ㎞の場所に位置し、北東部で熊本

県と、南西部で鹿児島県と接しています。小林市は西諸地域における最大都市

であり、西諸圏域の産業・経済等において中心的な役割を担っています。本市

の面積は 563.09 ㎢であり、気候の特徴は、夏暑く、冬は冷え込む内陸型の温

暖多雨地域です。豊かな自然環境は重要な自然遺産として評価され、「霧島ジオ



パーク」に認定されています。本市の人口は、令和７年 12 月 1 日現在で

41,206 人です。小林市の主な産業は、農業です。特に、畜産業(肉用牛、養鶏、

豚、生乳)が有名です。宮崎牛は、「畜産のまち小林」を代表するブランドで

す。 

 

別紙 

小林市「ハッシンコバヤシ‼」プロジェクトについての質問事項の回答といた

します。 

 

考察 

小林市は、平成 26 年の「消滅可能性都市」に該当したことにより、解決策

の一つとして市をより多くの人々に認知してもらう取り組みを開始しました。

そこで、プロモーション事業「てなんど小林プロジェクト」をスタートさせま

した。以降、方言や文化、和牛等に焦点をあてた動画やプロモーションを展開

し、「共創」、「協働」へと移行して、令和 4 年から「ハッシンコバヤシ‼」が

スタートしました。まず、第 1 弾の施策として全 5 話構成の「SNS、はじめま

す」は、3 人の市民のおじさんが市の魅力を発信するべく SNS に挑戦するスト

ーリーです。テレビＣＭとしても放映され、テレビ宮崎が主催するＣＭ大賞で

は、全 129 作品の中から最高賞を受賞しています。 

次に、市内 3 高の生徒が「高校生記者クラブ」として参画し、市役所への職

場体験や取材をして発信しました。このような若年層を巻き込んだ取り組み

は、新たな目線や感覚で佐野市の情報発信が可能であるだけでなく、若年層が

地元のことを知り郷土愛を育むきっかけとなることで、将来にわたり地元に対

する思いを持ち続けることが期待できるものと考えられます。 

次に、このプロジェクトが成功した要因の一つとして挙げられる点は、2023

年 6 月公開した「ハッシンコバヤシ‼feat．よかにせ吉野北人」の配信です。

市出身の「THE RAMPAGE」のボーカル、吉野北人さんを起用したものです。

成果・効果として 3,000 万回を超える動画再生のみならず、ファンの方々によ

る年間延べ数年人規模の聖地巡礼など波及効果も見られました。加えて、吉野

北人さんが「こばやしスペシャル PR 大使」に就任したことにより、テレビ局

等において小林市を積極的に宣伝したことも観光客の増加に貢献しています。

佐野市としても、佐野市の魅力を強力に発信するプロモーション体制の強化が



必要です。 

小林市の年間のプロモーション事業費の委託料は毎年 2,000 万円程度であ

り、その中で制作や TVCM 放映、ラジオコーナーPR、その他委託事業を展開

しているとのことです。財源は、年間約 20 億円ある「ふるさと納税」により充

当しているとのことです。佐野市においても、ふるさと納税は年間約 20 億円と

小林市とほとんど変わりありません。若年層や多くの市民の方々を巻き込ん

で、また、新たなキャラクターを創設し年間予算を拡充させ取り組むことが重

要です。若年層に対しては郷土愛の醸成に繋がるだけでなく、中長期的には、

移住定住促進や観光客の増加、ひいてはふるさと納税の増加も期待されます。

短期・中長期の目線で見た時の佐野市への効果を見据えながら、佐野市の認知

度向上に向けた取り組みが一層重要となっています。 

 

以上です。 


